
関節のわずかな‘ずれ’

関節が‘捻じれる（ねじれる）’ことで発生する損傷の総称

を、捻挫症（ねんざしょう）と言います。この状態は外傷

（ケガ）の一種と考えると良いでしょう。損傷の程度とは

無関係に、ほぼ１００％の確率で関節には ‘ずれ”が発生

しています。軽度の損傷の程度では、‘痛み”や‘症状”を感

じることはほとんどなく、外傷により発生した‘ずれ”は、

何年経っても元に戻ることはありません。‘違和感”や‘ほん

のわずかな異常”を感じたら損傷は徐々に進行していきま

す。関節の‘ずれ”を、生理的位置（正しい位置）に戻す行

為を整復（せいふく）と言い、この手法が関節の位置を復

元させる唯一の方法です。関節の位置異常が確認できた時

点から、できるだけ早く生理的位置に戻し、正常に機能さ

せることが重要です。未来に‘運動異常”を残さないため
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なぜ氷なの？

・人間の体は 60～80％は水でできていて、その他はタンパク質と脂質がほぼ占めま

す。身体に１番なじみが良く
こうか

効果が高いのは、水から出来た氷です。
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てしまうことで、本来汗を出して自分自身で患部を冷却する生理を妨げてしまいま

す。

当院では以上の理由で、治癒まで氷水による冷却します。


